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   I had experienced a case of horseshoe kidney with tuberculosis, 
who  was a farm-worker, 31 years old. 
   I took a X-Ray examination and histological investigation. As a 
result, I knew that the most important element of diagnosis is roentogeno-
graphic method, especially perirenal insufflation. 
   Secondly we knew that ought to histological investigation especially 
end of amputation of isthmus. If we find the  tubercle and  other tuber-
culous changes in it, we must perform the chemical therapy fully, for instan-
ce PAS, Streptomycin, and others. 
   In my case I found many imperfectional  tubercles and other tuber-
culous changes and injected Streptomycin for two month. 
   Now he is very well.
　　　　 　　　　　　　　　 　　　　緒　 　 　　言
　 馬蹄鉄腎は腎 の先天性崎型に於け る融合腎 中最 も屡々見 られ るもので而 も解剖学的に正常
腎 に比べ不利な条件下 ある為 に,一 般に各種腎疾患に罹患、し易い とされてい る・その理 由と
しては,1ノ 呼吸性移動のない事,2)　尿管が圧迫 され易いこ と,そ の他が挙げ られ,そ の
頻 度はMayo　clinic・高橋　市川,溝 口,田 中 ・赤木,等 に よれば何れ も60～80%を示 し
てお り,そ の合併症 を文献的に検索 してみ ると,発 表者 によつて多少の差 はあるけれ ども,
Rathburn,　Mayo,藤林 ・高橋　市川,溝 口,田 中　 赤木,等 の報告に よる と,結 石,水
腎,膿 腎,結 核 腫瘍,そ の他の順 となつている・而 して馬蹄鉄 腎は如何 なる頻度に発見 さ
れ ているかを見 ると・剖検上0・1～0・2%,臨抹上0・5～0.8%,又富川教授 等の発表 によれば
腎結核患者の手術例 中発見 された馬蹄 鉄腎 は全 症例 中の0.2%に当る とい う.





は31才の男子膿 業に篠 蛛 健康で特記 続して腎頬 の磁 を認め こ:V,馬蹴 翫 る勲
すべき既往なく・又家族歴にも結核その他特記すぺき 確認した.次に型の如く尿管を切断した後に両腎を連
ものは見られない・主訴は終末時排尿痛及 び頻尿 で 結部(峡部)の中央で切断し半腎摘出を終えたのであ
ある る.
現病歴:1954年9月頃より終末時排尿痛 頻尿 摘出腎は重量193gr,長径13cm,幅は最短部4.7













に軽度の貧血を課める他は特記 す べ き変化は見られ 明である.糸球体は大体正常であるが所により多少の
ない・血色素78%・赤血球472万・白血球7200・梅 リンパ球の増殖を認め,又ある部分では萎縮像も認め
毒血清反応は何 れ も陰性・肝機能検査は血清高田反 られた.形質細胞は殆ど認められなかつた.
応・づバトサルフアレイン試験・及びCC・E反 応全 騒質:全 般的にリンパ球の浸潤が著明に認められ
て陰防 尿異染色反応及びカルボール反応は陽性・血 る.又結核結節も認められ,それは巨態細胞を中心と
圧は最高120mmHg・最低68mmHg・心電図に 変 しているものもあり又硝子様変化を来してい るもの
化は認めない・P・S・P・試験では2時 間に72%を も認められる,何れもその周囲にはリンパ球の浸潤が
示した・水試験ではBecher指数は良好なるも二神 ・ 薯明である.類上皮細胞はリンパ球 と混在し可成り認
堀口指数は不良 又4時間排泄率も不良であつた。分 められた.その他一般に動脈壁の肥厚が著明で,又血










手術時所見 ・ ベルグマン イスラエル氏 皮膚切開 せる部を認めた.巨態細胞は此の部には殆ど認められ
を以て腎に達した が左腎下極に帽針頭大の異常血管 なかつた.
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穂 括 及 び 考 按
以上私の経験した症例を簡単に記述したが馬蹄鉄腎そのもの が臨鉢上0・F～O・8・%にしか
存在せず,本邦に於ける臨林例は1910年近藤氏による報告以来120例に満たざるものであ







重要所見は1側 腎が他側に移行 していることを確認する事 で あ るが こ れ は非篇に困難で
Israe1も触診は非常に困難且つ不確実である事を強調している.レ線診断法の進歩した現在







Gottliebは腎孟尿管撮影法に於て本症の8っ の特徴を記載 している.即 ち,1)腎 孟は
両側共に正常位より低いこと,2)輸 尿管が短いこと,3)腎 孟腎下極は両側が接近する傾
向があるので腎下極は脊柱に近 く.時には脊柱 と重複する事がある事,4)腎 孟長軸は腎よ








馬蹄鉄腎に於ける他の疵患率は緒言でも言及している如く溝 口の54%を 最低 とし,高橋
市川の84%とい う報告もある・この合併症を分類してみると外国のRathburn,Mayo
の報告をはじめ藤林,高 橋 ・市川の外国例の統計でも結核は結石,水腎,膿 腎に次ぎ第4位
を示している・所が本邦での報告例をまとめてみると結石が最も多いことには変 りないが,
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